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	本研究では，平成 28 年度使用の中学校と高等学校の現行教科書に含まれる唐詩作品を研究

対象とし，現行教科書の原版面を尊重したデジタル化として，唐詩作品の本文フルテキスト

の TEI	マークアップ手法を提案する．唐詩作品の訓読文における返り点や送り仮名などの訓

点情報やルビを表現する方法を検討し，現行教科書の原版面を尊重した上で，テキスト化す

ることを目指す．	

 

  In this paper, we focus a TEI markup for the content of Tang poems. Based on textbooks of 

Japanese high schools and junior high schools in 2016, we represent fulltext of Tang poems along with 

the kunten information on punctuated text (kundokubun;訓読文). As a result, we show the results of 

markuped text which are made as the same as the original fulltext in textbooks.   

 

キーワード: 唐詩, LOD, TEI  マークアップ,  教科書, 本文フルテキスト 

          Tang Poem, Linked Open Data, TEI markup, Textbook, Fulltext Content 
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1  はじめに 

 近年，ウェブ上で膨大なデータの中から

関連情報を正確に抽出し，リンクで直接繋

がるLinked	Open	Data	(LOD)という技術に

注目が集まる．筆者らは文化資源に注目し，

中学校と高等学校の国語と古典の現行教

科書の教育学習ニーズに向けて，学校の生

徒が唐詩作品をより簡単に理解できるこ

とを目指す．そのため，現行教科書に含ま

れる唐詩作品および作者の情報，詩体など

の有益な情報を関連づけて，Linked	 Open	

Data化することを試してきた[1][2][3]．本論

文では，それらの研究成果を拡張して唐詩

作品の本文フルテキストのデジタル化を

試みる． 

	唐詩作品の本文フルテキストのデジタ

ル化は重要な役割がある．まず，唐詩作品

の本文フルテキストの情報を公開・利用で

きれば，対象とする唐詩作品の情報テキス

トを検索できて，学習者が漢文や唐詩作品

などの情報を理解しやすくなると考える．

また，教科書における唐詩作品のデジタル

化に当たっては，学習に必要な教科書の原

版面を尊重し，訓読文と書き下し文に基づ

くデジタル化する．訓読文の特有の訓点情

報を機械可読のテキストにできれば，有益

だと考える．従って，テキスト検索や訓点

情報の表現ができれば，唐詩作品のテキス

トとその関連情報は，多くの人が共有でき，

簡単に使える利便性がある．	

	古典籍を機械可読化して共有するTEI	

マークアップ[4]が利用されている．TEIマー

クアップは汎用的なXMLと組み合わせて，

記述できる．その特徴としては，TEI:P5	ガ

イドライン[5]にタイトルや本文フルテキス

トなどの特定要素がある．そのため，本研

究では，唐詩作品を研究リソースとして，

TEIマークアップを用いる．	

	 現在，国語や古典の教育学習ニーズに応

じて，生徒がより簡便に古典籍を読めるよ

う，現行教科書に含まれる漢詩などの本文

フルテキストは，書き下し文にルビで漢字

の解釈などを付与され，訓読文に関わる訓

点情報も注釈として付けられる．本文フル

テキストの内容に対する言葉の解説など

の注釈も，番号や小さな符号などで，その

語の周りに付している．これらの訓点資料

や，ルビ情報，注釈などの要素をテキスト

化，ウェブサイト作成などをするとき，基

本的な作成基準が存在しない[6]．すなわち，

古典籍や現行教科書などの資料の原版面

を尊重してデジタル化する上で，訓点情報

およびルビ情報や注釈などのテキスト化

は難しい研究課題である．	

	 そのため，本研究では，平成28年度使用

の中学校と高等学校の現行教科書に含ま

れる唐詩作品を研究対象とし，唐詩作品の

本文フルテキストのTEI	マークアップ手

法を提案する．唐詩作品の訓読文における

送り仮名や返り点などの訓点情報や，書き

下し文におけるルビ情報の表現する方法

を検討し，現行教科書の原版面を尊重した

上で，テキスト化することを目指す．	

	

2  研究対象 
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教科書を調べた．教科書の内容は改訂され

つつ，唐詩作品の利用状況も変化するため，

本研究では，平成 28 年度に使用する現行

教科書を研究対象とする．	

	 平成 28 年度の日本の中学校と高等学校

で使用する教科書における唐詩作品の利

用状況を調べて，掲載される唐詩作品の数

は表 1 に示す．中学校の現行教科書で掲載

されたものは 5 冊，唐詩作品は延べ 12 首，

異なり 6 首が含まれる．高等学校の現行教

科書は，国語の国語総合の現行教科書 23 冊，

古典 A 教科書 6 冊，古典 B 教科書 19 冊を

調査して，唐詩作品を含む数は延べ 362 首，

異なり 53 首があり，作者は異なり 25 名が

いた[2]．	

	

表 1表 1		現行教科書に掲載される唐詩作品の数	

	

3  唐詩作品の本文フルテキスト	

	唐詩作品の本文フルテキストをデジタ

ル化する際の観点として，(1)テキスト表

現の文体，(2)訓点情報やルビ情報の表現

をテキスト内の要素点の2点を挙げる．以

下でそれぞれについて述べる．	

		本研究では，平成28年度の中学校と高等

学校に利用する現行教科書に含まれる唐

詩作品の本文フルテキストを研究対象と

して，現行教科書に含まれる唐詩作品の利

用状況の調査を行った．調査したところ，

唐詩作品の本文フルテキストは4つの文体

に分類できる．これら4つの文体は「白文」，

「訓読文」，「書き下し文」，「翻訳文」と呼

ぶ[3]	．この分類は唐詩作品の本文フルテキ

ストにおける表現の違いに起因するもの

である．	

	 中学校の教科書では，生徒の学習をより

容易にするため，多数の作品が書き下し文

も訓読文も両方が同時に掲載される．一方，

高等学校の現行教科書に含まれる唐詩作

品はすべて訓読文のみで掲載されている．

翻訳文は唐詩作品の本文フルテキストの

全文の意味の解釈として，中学校の現行教

科書に掲載される．	

	唐詩作品などの漢文における作品の読

み順は，常に縦書きで教材の上から下まで

1行，右から左の順番で読んでいる．詳しく

は以下の節に紹介する．	

	

3.1  白文の概要 

	白文は唐詩作品の本文フルテキストの

み，返り点，送り仮名などの訓点情報が付

いていないそのままの原文資料である．こ

の文体は主に中国の古典籍および漢文の

コンテンツに利用するが，そのまま読んで

も日本語の文法と合わずに読解が難しく

なるため，日本の中学校と高等学校の現行

教科書には白文が含まれない．	

	 ただし，訓読文や書き下し文などの文体

は白文のような原文資料に基づいて，訓点

情報や，音読などのルビ情報，注釈要素を

提示して，日本語の語順に合わせて利用し

ているため，白文は古典籍および漢文の原

文資料として，重要な役割を果たす．	

	

調査		

対象		

唐詩作品		
教科書		

(冊数)		

作者		

(異な

り数)		
延べ

数	

異な

り数	

中学

校		

12

首	
6 首	 5 冊	 4 名	

高等		

学校		

362

首	
53 首	 48 冊	 21 名	

合計		
374

首	
59 首	 53 冊	 25 名	
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3.2  訓読文の概要 

	訓読文は漢文を日本語の語順で読める

ようにしたものである．訓読文は白文の原

文資料に基づき，古典籍および漢文などの

白文を日本語の文法に従って，返り点や送

り仮名などの訓点情報を白文内の各文字

の四隅に書き入れたものである．したがっ

て，日本語話者の生徒や研究者などの利用

者がその白文の意味を理解しやすくなる．	

	訓点情報は広い意味で言えば，返り点，

送り仮名と句読点である．平成28年度の教

科書における唐詩作品の本文フルテキス

トはほぼ送り仮名と返り点だけを含んだ

ものだが，高校教科書のタイトルは「八月

十五日夜，禁中独直，対月憶元九」の唐詩

作品1首のみはタイトルに句読点がある．

送り仮名は文章の単語を解説する場合，そ

の漢字や単語の読み方を表すために，その

四周に加える小さな文字である．返り点は

縦書きの場合，漢字や単語の左下のところ

に付けて，下から上へ戻って読むことを示

す記号である．中学校と高等学校の教科書

に扱う返り点の記号種類は主にレ点，一・

二・三点である．	

	

	
	図1図1		訓読文の文体の事例[7]	

	

	 図1の訓読文の例は第一学習社から出版

された国語の現行教科書「高等学校国語総

合」に掲載された李白の唐詩作品「静夜思」

である[7]．このような訓読文を読むとき，

返り点や送り仮名などの訓点情報の読み

方に従って，助詞，助動詞などを補い，日

本語の文法に合わせることができる．	

	 そのため，訓点情報の表記は古典籍およ

び漢文における生徒の読解力を上げる利

益をもたらす．		

		

3.3  書き下し文の概要	

	書き下し文は訓読文に関わる返り点や

送り仮名などの訓点情報の要素に基づき，

漢文を日本語の語順に合わせて，書き直し

た文章である．図2は中学校の現行教科書

に掲載の「静夜の思ひ」[8]という唐詩作品

の訓読文(上)と書き下し文(下)を一緒に

掲載した本文フルテキストである．	

	書き下し文は訓読文に表記する訓点の

ルールに基づいて，日本語の語順で読みや

すい文で読解し，訓読文を日本語として読

み取りやすい利益がある．	

	

	

図2図2		訓読文(上)と書き下し文(下)を一緒に掲

載された事例[8]	
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3.4  ルビの概要および利用状況 

	ルビ[9][10][11]は現代文や古典籍の文章の

ある文字に対し，振り仮名や文字の説明，

音読，異なる読み方などを原文資料の親文

字より小さな文字で付与されるものであ

る．それは日本語の文章では，漢字の発音

や，漢字の説明などに役に立つ．ルビはモ

ノルビ，グループルビと熟語ルビの3つ[12]

の種類がある．	

	現代文や古典籍に文章は縦書きする場

合，音読や注釈などのルビの位置は基本的

に原文資料の任意の漢字の右側に仮名で

付与する．教科書におけるルビ情報では，

通常のルビに加えて，両側ルビを配置する

場合，親文字の左側にカタカナでこの親文

字の振り仮名や，文字の説明，音読，異な

る読み方などの情報を小さな文字で表記

する．	

	 中学校の教科書には，書き下し文も訓読

文も掲載されているため，ルビ情報は，書

き下し文だけで付けられている．高等学校

の教科書に全ての唐詩作品は訓読文だけ

で掲載されるため，ルビ情報は，振り仮名

や，文字の説明，音読，異なる読み方など

の注釈情報をそれそれの語の周りに対応

して利用する．なお，縦書きの場合，ルビ

文字列の位置に基づいて，ルビの処理は片

側にのみ配置することと両側に配置する

場合の処理として議論する．	

	平成28年度の現行教科書における唐詩

作品の書き下し文および訓読文における

ルビの利用状況を表2でまとめた．教科書

に含むルビの利用状況は，ルビの位置によ

って，書き下し文と訓読文に関わる教科書

に含むルビ付けの事例である．	

	 表2において，第1番から5番までが片側

ルビである．第1番と2番は，ルビの位置に

おける基本的な片側ルビとして，親文字の

右側に平仮名や左側にカタカナで表記す

る．第3番と4番は親文字の片側に括弧で音

読や，漢字の解説を示す事例である．第5番

は基本的な片側ルビと違って，親文字の片

側に，2列並べて置いている事例である．ま

た，5番目の親文字から2列目のルビは，括

弧で囲んでいる．	

	

表2

	

表2 現行教科書におけるルビの利用状況	

	

	 次に，6番目と7番目は両側に配するルビ

の事例である．6番目の事例は基本的な両

側ルビとして配置するが，5番目事例の唐

詩作品と同一であり，教科書の違いによっ

て，表現も違うことが分かる．7番目の事例

は両側ルビに基づき，左側のルビが括弧で

囲む場合もある．	

	

NO.	
ルビの

位置	

教科書に	

含む事例	
文体	

1	

片側	

ルビ	

	[8]	
書き下し

文	

2	 	[13]	
訓読文	

3	 	[14]	
書き下し

文	

4	 	[7]	 訓読文	

5	
	[14]	

書き下し

文	

6	

両側	

ルビ	

	[13]	

書き下し

文	

7	 [15]	 訓読文	
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3.5  注釈情報 

	注釈とは既存の文章における任意の言

葉の解説である．それは読者が文章を理解

できるように，文書の出典や，言葉の意味

などを示す．それは，日本および中国の書

物でも付与する．唐詩作品の注釈は本文内

容の言葉や，作者の紹介，本文フルテキス

トに関連する背景などの内容を補足する．

中学校の教科書では，注釈番号は本文に付

けられず，まとめて同じページの下部に置

いている．高等学校の教科書に唐詩作品は

全て訓読文で掲載され，番号や，符号が本

文に付けられ，対応する説明は同じページ

の下部に置いている．例えば，表3の例とし

て注釈情報の事例を説明する．	

	教科書に掲載される唐詩作品の注釈は

番号や符号で付ける．番号を付ける場合は，

この言葉の解釈などを示す．例えば，表3の

1番目の注釈事例は，番号で表記して，唐詩

作品の本文フルテキストに関わる地名情

報を解説する．また，符号を付する場合は

表3の2番目の事例であり，教育学習ニーズ

に応じて，学習者により唐詩作品の本文フ

ルテキストを理解しやすくなるために，読

解などの問題も示す．	

	

表3表3 注釈情報の事例	

NO.	 注釈の事例	
対応する	

注釈内容	

1	

	[15]	 	[15]	

2	

	[7]	 	[7]	

	

4  唐詩作品のマークアップ手法 

	 本研究では，平成28年使用の中学校と高

等学校の現行教科書に含まれる唐詩作品

の本文フルテキストを研究対象として，

TEI	マークアップ手法を用い，唐詩作品の

デジタル化を試みる．訓読文における唐詩

作品の特有の要素として，送り仮名や返り

点などの情報を表現する方法を検討する．	

	 TEI	(The	Text	Encoding	Initiative)[4]

は人文学系の文章を対象とするデジタル

化を促進するために基本方針を定める組

織である．TEI	ガイドラインは1994年から

図書館や博物館など，または個人的な利用

者が研究，教育，保存を進むために，幅広

く利用されてきた．	

	 本研究の研究手法では，TEI	マークアッ

プの標準的なTEI:P5	 ガイドライン[5]の基

準を利用し，平成28年度利用する中学校と

高等学校の現行教科書に掲載される唐詩

作品の本文フルテキストを研究データと

して，唐詩作品の本文フルテキストのTEI	

マークアップを試みる． 

 

4.1  マークアップ対象 

	 3章の記述する通りに，唐詩作品の本文

フルテキストのデジタル化は唐詩作品に

関わるタイトル，作者や本文フルテキスト
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を一括でTEI	マークアップする．TEI	マー

クアップにおいて，詳細に扱う唐詩情報は

以下の通りになる．	

1) 唐詩作品のタイトルおよび作者名．

書き下し文と訓読文の両方の文体を

含む場合はそれら両方に対応するメ

タデータになる．	

2) 本文フルテキストに関するコンテン

ツの内容．主に訓読文と書き下し文

を中心とする．訓読文は，親文字を中

心として，四周に付ける返り点や送

り仮名などの訓点情報を付く．書き

下し文は唐詩作品の内容をそのまま

マークアップし，ルビなどの情報も

付くことがある．	

3) 本文フルテキストに関わる文体．	

4) 唐詩作品の本文フルテキストに関わ

る行番号．	

	

4.2 TEI マークアップ手法 

	唐詩作品の本文フルテキストのXMLに

基づくTEI マークアップを行う．	

	 まず，唐詩作品のタイトルは書き下し文

の形のタイトルと訓読文の形のタイトル

の2種類がある．唐詩作品のタイトルの表

現が要素<title>を用いる．	

	 次に，唐詩作品に関わる作者名に扱うタ

グ は要素<author> を用いる． この要素

<author> は書誌情報における著作者( 個

人・団体)の名前を示す要素である．	

	唐詩作品の本文フルテキストの全文は

要素<lg>を用い，要素<lg>はline	groupの

省略であり，全文の詩節などのまとまりを

示す要素である．唐詩作品の全文の特徴と

して，属性値はverse(韻文)としてそれぞ

れの唐詩作品<lg>要素の属性に対応する．	

	唐詩作品の本文フルテキストにおける4

つの文体は「白文」，「訓読文」，「書き

下し文」，「翻訳文」と呼ぶ．白文は

unpunctuated	 text，訓読文はpunctuated	

text，書き下し文は	reading	text，翻訳文

はtranslation	textで文体を区別するため

の名前として利用する[3]．唐詩作品の本文

フルテキストにおける文体の種類は独自

の属性を用いて表現する．この属性は

prefix:tpと し て ， 名 前 空 間 URI は

https://w3id.org/tangpoemを用いる[1][2]．

その属性名はtp:fulltextTypeを用いる．

属性値は，4つの文体の英文名を利用して，

全唐詩作品の本文フルテキストに関わる

文体の種類を表現できる．	

	 また，本文フルテキストの詩節の各行は

要素<l>を用い，行番号はその属性

n=1,2,…8のようにする．<l>要素はverse	

lineであり，詩節全体の<lg>要素に含まれ

る．つまり，4句の唐詩作品は4つの要素<l>

で，8句の唐詩作品8つの要素<l>を組み合

わせて，1つの要素<lg>に含まれる．	

	

図3図3 「静夜の思ひ」[8]に関わる書き方	

	

	 これらに基づいて，図3に「静夜の思ひ」
[8]という唐詩作品の基本的なマークアップ

例を示す．これは作者が李白の「静夜の思

ひ」の唐詩作品が任意のverse(韻文)とし，

	

<title>静夜の思ひ</title>	

<author>李白</author>	

<lg	type="verse"	

tp:fulltextType="reading">	

			<l	n="1">牀前月光を看る</l>	

			<l	n="2">疑ふらくは是れ地上の霜かと	

					</l>	

			<l	n="3">頭を挙げて山月を望み</l>	

			<l	n="4">頭を低れて故郷を思ふ</l>	

</lg>	
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書き下し文(reading)の文体を用い，本文

フルテキストの第1行目の内容は「牀前月

光を看る」という意味である．	

	訓読文と書き下し文における本文フル

テキストのTEIマークアップは全体とする

唐詩作品の詩の全体要素<lg>や，各行の要

素<l>を利用する．訓読文にある任意の漢

字は訓点を付ける場合，送り仮名や返り点

などの訓点情報は本文の注釈として見な

し，要素<span>を用いる．要素<span>はテ

キスト部分に解釈的注釈を関連づけると

いう意味を持つTEI要素である．	

	TEI ガイドラインでは，訓読文の四隅に

付与される訓点を説明できる要素は含ま

れないので，ここでは独自の属性値として，

訓点の種類を日本語の読み方のローマ字

で命名することとした．つまり，送り仮名

の<span>要素の属性値は送り仮名の読み方

okurigana，返り点の要素は返り点の読み

方kaeritenとして使い，訓読文用のTEIマ

ークアップを行った．表4は高等学校に含

む訓読文「静夜思」[7]を事例として，要素

<span>の使い方である．	

	 表4では，唐詩作品「静夜思」[7]の第4行

目の詩句を例として，訓読文のTEIマーク

アップを行った．詩句の冒頭として，要素

<l>を入れる．第4行目の説明とする属性値

を要素<l>に書き入れ，親文字「低」の右下

の送り仮名「レテ」と左下の返り点「レ点」

を 表 記 す る と ， 前 者 が <span	

type="okurigana">レテ</span>とマークア

ップして，後者は<span	type="kaeriten">レ

</span>とマークアップする．送り仮名と返

り点の表記順番は先に送り仮名，次は返り点

という順を用いる．この書き方に基づき，訓

読文にそれぞれの親文字および訓点情報を

対応づける．	

表4表4 送り仮名と返り点の事例の書き方	

	

4.3  ルビ情報のマークアップ 

	 3.4節の通り，本研究では唐詩作品の本

文フルテキストは現行教科書の原版面を

尊重するため，教科書に掲載された唐詩作

品と同様の縦書きの形でルビ情報を表現

する必要がある．	

	 まず，ルビの要素は次のHTMLの基本的な

要素<ruby>，<rb>，<rt>，<rtc>と<rp>の5

つの要素[9][10][11]があり，これを採用する．

ルビの種類はモノルビ，グループルビと熟

語の3つ[12]がある．要素<ruby>はルビと親

文字のまとまりを表す要素であり，それは

全体の親文字と小文字を表す要素である．

<rb>は親文字だけを表し，<rt>はルビを表

すタグである．そのほか，<rtc>は1つの親

文字に対して複数のルビ情報を付ける場

合に，ルビを<rtc>要素に入れて使えるこ

とができる．要素<rp>はルビをサポートし

原文	

資料	

	[7]	

	

使い

方	

<l	n="4">	

低<span	type="okurigana">レ

テ</span><span	

type="kaeriten">レ</span>	

頭<span	type="okurigana">ヲ

</span>	

思<span	type="okurigana">フ

</span><span	

type="kaeriten">二</span>	

故郷<span	type="okurigana">

ヲ</span><span	

type="kaeriten">一</span>	

</l>	
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ないブラウザ向けのフォールバックを提

供できる要素である．筆者らは，ウェブ上

におけるルビのマークアップの実装[11][16]

を参考にして，ルビ要素タグを組み合わせ

て，書き下し文におけるルビのマークアッ

プを行う．ルビ情報のマークアップは基本

的に，文章に文字や言葉などを単位として，

マークアップすると考える．	

	

表5表5	ルビのマークアップの書き方	

	

	 書き下し文「静夜の思ひ」[8]という唐詩

作品をシンプルな事例として，基本的なル

ビのマークアップの方法は表5に示す．表5

に示す1番目の「看る」のような単一の文字

を片側ルビで表記する場合に，モノルビと

してマークアップする．表記する際に，ル

ビ情報を付ける親文字の冒頭に要素

<ruby>を書き入れ，ルビは要素<rt>内に表

記し，終了タグ</rt>と</ruby>で終わる．			

	親文字の数が複数の場合はグループル

ビとし，全体の読みを一緒にルビとして表

記する．ルビ情報が片側に配置する2番目

の場合，表記方法が1番目の事例の書き方

と同じく，冒頭に要素<ruby>を入れ，片側

ルビを表示する要素<rt>要素を書き込ん

で，終了タグで囲んで書く．	

	グループルビを両側ルビに配置する場

合は，一般論としてはグループルビとして，

要素<rt>と<rtc>を用いて，単語として表

記するが，本研究では，簡便にマークアッ

プするために，単一の文字ごとに表記して

マークアップすると考える．その書き方は

表5の3番目の事例である．	

	

5  研究結果と考察 

	 TEI:P5	ガイドライン[5]を研究基準とし，

主に平成28年の中学校と高等学校に利用

する唐詩作品の本文フルテキストを着目

して，TEI	マークアップを行った．	

	 本研究では，主に訓読文と書き下し文に

おける訓点情報やルビ情報をマークアッ

プする方法を中心として実装した．実装し

たデータとしては平成28年度用の中学校

の教科書に唐詩作品は異なり6首があるこ

とに基づき，任意の高等学校の教科書に含

む同一の唐詩作品ごとに各1首を選択した．

表6に示すリストは唐詩作品におけるTEI	

マークアップを行ったリストである．唐詩

作品の欄に，唐詩作品のタイトルは書き下

し文および訓読の両方を一緒に表記した．

掲載された本文フルテキストは中学校と

高等学校用の教科書に基づいて，選択した．

このリストの情報に基づいて，TEIマーク

アップを行った．	

	

NO.	
原文	

資料	
種類	 書き方	

1	

	

	

	

	

[6]		

片側

ルビ	

<ruby>看	

	<rt>み		

		</rt>る	

</ruby>	

2	

	

	
[6]	

片側

ルビ	

<ruby>牀前	

	<rt>しゃう

ぜん</rt>		

</ruby>	

3	

	
[10]	

両側

ルビ	

<ruby>烽	

	<rt>ほう		

	</rt>	

</ruby>	

<ruby>火	

	<rt>くわ		

		<rtc>カ	

		</rtc>	

</rt></ruby>	

<ruby>三月	

<rt>さんげつ	

</rt></ruby>	

に連なり	
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表6表6	TEI	マークアップを行った唐詩作品	

リスト	

NO	 唐詩作品	
掲載教科書	

中学校	 高等学校	

1	

黄鶴楼送孟

浩然之広陵	

(黄鶴楼に

て孟浩然の

広陵に之く

を送る)	

現代の国語

2[17]	

精選国語

総合[18]	

2	 春望	
現代の国語

2[13]	

精選国語

総合[19]	

3	 春暁	
現代の国語

2[20]	

精選国語

総合[21]	

4	 絶句	 国語2[22]	
精選国語

総合[23]	

5	

送元二使安

西	

(元二の安

西に使ひす

るを送る)	

中学校国語

3[24]	

精選国語

総合[25]	

6	

静夜思	

(静夜の思

ひ)	

中学校国語

3[8]	

高等学校

国語総合
[7]	

	

	唐詩作品の本文フルテキストの表現に，

訓読文，書き下し文などの4つの文体があ

る．漢文および唐詩作品に関わる本文フル

テキストは現行教科書に掲載されるとき，

文体によってテキストの表現が異なる．こ

れらの文体の役割は利用者が原文資料を

理解しやすくなるために，日本語の文法に

合わせて，それぞれの訓点情報や注釈など

の要素が付与された．そのため，各文体は

要素を付与される状況の違いに従って，教

科書の原版面を尊重し，中学校と高等学校

の現行教科書における唐詩作品の本文フ

ルテキストの訓点情報などを確認した上

で，デジタル化した．	

	 実装環境は，MacBook	Proで主にSafariブ

ラウザ	バージョン11.1を使い，マークア

ップの内容も試みた．また，訓点情報およ

びルビはXHTMLとCSS[26]を組み合わせて利

用した．	

	 訓読文における「静夜思」[7]のマークア

ップの表示は表7に示す．原文ページの欄

に原文資料を参照して，右側のデジタル化

の表示欄にブラウザ表示のスクリーンシ

ョットがある．スクリーンショットを示す

ように大きな文字は親文字であり，送り仮

名とレ点，一・二点などの訓点情報も全て

を書き入れた．ただし，原文資料と比べる

と，現時点で返り点や送り仮名の位置は行

中央に小さな文字で表示され，全て親文字

の下に並べた状態としている．	

	

表7表7		訓読文におけるデジタル化の表示	

	

	書き下し文におけるルビのマークアッ

プは表8に示す．表8は書き下し文の2つの

事例として，白色の背景で教科書に掲載さ

れた原文ページであり，青色の部分はマー

クアップの結果である．表8の1番目は原文

資料の書き下し文のルビの表現は基本的

な片側で付すため，デジタル化は教科書の

原文ページに従って同様にした．2番目は

NO	 原文ページ	 デジタル化の表示	

1	

	

[7]	
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書き下し文における唐詩作品「絶句」[22]の

本文フルテキストであり，原文資料の書き

下し文のルビの表現によって，親文字に基

づいて，片側ルビは2列並べる表現もあり，

括弧の利用も付けている．現時点で基本的

な片側ルビが表示できるが，両列に並べる

などの表示はできていない．	

	

表8表8		書き下し文におけるデジタル化の表示	

	

6  おわりに	

	 本研究では，平成28年度使用の中学校と

高等学校の現行教科書に掲載された唐詩

作品を研究リソースとして，唐詩作品の本

文フルテキストのTEI	マークアップ手法

を提案した．そのうち，現行教科書に含ま

れる唐詩作品の原版面を尊重した上で，唐

詩作品の本文フルテキストに基づくマー

クアップを行い，ブラウザの表示を試みた．	

	 今後の課題としては，(1)	TEIマークアッ

プを行った時，返り点や送り仮名などの訓

点情報を共有するためには標準化を検討

する必要がある．(2) ルビの要素は基本的

な要素を用いたが，デジタル化の表示には

ブラウザ対応の改善やCSSの調整が必要で

ある．(3)本文フルテキストに含まれる注

釈情報もマークアップし，データの一部と

したい．	
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